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　３月に「豊岡市プラスチックごみ削減対策
実行計画」を策定しました。「みんな一緒にワ
ンモアアクション」のスローガンのもと、市
民、事業者、学校、行政などが連携し、具体
的な取組みを進め、2030年までに使い捨て
プラスチックごみをゼロにすることを目指し
ます。10月には、キック
オフイベントを開催し、
高校生などの若者たちが
トークセッションを行い、
自分たちができる取組み
などについて意見交換し
ました。

　2022年を「ＤＸ（デジタルトランスフォー
メーション）元年」と位置付け、ＤＸの推進に
より市行政の効率化、住民サービスの向上な
どを図るため、４月にＤＸ推進部を設置しま
した。９月には出生や転居などライフイベン
トに必要な市役所での手続きを簡単に確認で
きる「くらしの手続きガ
イド」を開設するととも
に、11月にオンライン申
請の第一弾として、放課
後児童クラブの受付を開
始しました。

　３月27日、アイティ４階に子育て支援総合
拠点等施設「W

わ っ く
ACCU T

と よ お か
OYOOKA」がオー

プンしました。子どもだけでなく多様な人々
が集い、交わる場を創出するため、天候に
関係なく子ども達が遊べる

「こども広場」をはじめ、「市
民交流広場」、「子育て総合
センター」、女性の就労・
活動を支援する「みらい応
援Room」などを整備。11
月には７階にこども支援セ
ンターがオープンし、施設
整備が完成しました。

　８月１日、玄武洞公園がリニューアルオー
プンしました。自然を見せる「屋外ミュージ
アム」をコンセプトに玄武洞・青龍洞を望む
ステージ「基壇」や休憩棟、エントランス広場
などを整備しました。リニューアルを記念し
て９月に１カ月間実施した夜間ライトアップ
には大勢の人が訪れました。また、10月に国
際地質科学連合が発表
した第１回世界の「地
質遺産100選」に玄武
洞が選ばれました。

子育て支援総合拠点等施設
WACCU TOYOOKAがアイティにオープン

玄武洞公園がリニューアルオープン
世界の地質遺産100選にも選定

プラスチックごみ削減対策実行計画を
策定、2030年までにプラごみゼロに

DX推進部を設置、行政の効率化、住民
サービス向上に向けた取組みがスタート

　９月15日〜25日の11日間、豊岡演劇祭
2022が開催されました。国内外から参加し
た77団体が96プログラムを実施し、全国から
延べ１万8250人が来場。コロナ禍で2020年
は規模縮小、21年は中止、客席数制限なしで
の実施は今回が初めてでした。地域の方と一
緒に作り上げたオリジナル
神楽「但東さいさい」や「ナ
イトマーケット」などには、
市外からだけでなく多くの
市民が訪れ、演劇祭を楽し
んでいました。

初めて客席数制限なしで実施、
豊岡演劇祭に延べ約1万8000人が来場

　▲�来年度はオンライン
申請をさらに推進

　▲�地元の子どもたち
が出演し盛会だっ
た「但東さいさい」

　▲�こども広場には普
段体験できない遊
具が盛りだくさん

　▲�キックオフイベント
で高校生たちが活発
に意見交換

　2022年１月から12月まで１年間の
できごとを振り返りました。
　皆さんにとっての10大ニュースは
何でしたか？
 　2023年も良いニュースをお届けで
きるよう願っています。

《問合せ》秘書広報課☎21–9035

　▲�完成記念式典でのテー
プカット
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進む小中学校の再編、中竹野・竹野南
小学校が閉校し竹野小学校に統合

　６月議会に、2023年４月から水道料金を
引き上げるための議案を提出し、可決され
ました。2021年12月議会にも提案していま
したが、新型コロナの感染拡大を受けて議案
を撤回しました。水道事業は、人口減少など
により水の使用量が減り、経営努力だけでは
カバーできなくなり、施設の老朽化や布設し
た水道管の耐震化も
課題となっています。
今回の料金改定によ
り、健全な経営の確
保を図ります。

豊岡市政

10大ニュース
2022年

（日付順）

　2021年度のふるさと納税の寄付額が11億
6232万円で、前年度の1.34倍となり、過去
最高となったことを４月に発表しました。本
市ではこの寄付金を、子育て・教育環境の
充実や地方創生事業等に充当し、貴重なまち
づくりの財源となっています。さらなる寄付
額の増加を目指し、
インターネットに
よるふるさと納税
のＰＲや返礼品の
拡充などに取り組
みます。

　関貫市長が公約の第一に掲げていた子ども
医療費の無料化について、７月に０歳から３
歳児の乳幼児を対象に、所得制限を設けず、
外来診療を無料にしました。子育て世帯の経
済的な負担を軽減するため、必要な財源を確
保し、子ども医療費の無料化の対象年齢を引
き上げられるよう
に引き続き検討を
進めていきます。

　市では2021年12月、「豊岡市立小中学校適
正規模・適正配置計画」を策定し、保護者や
地域住民の皆さんと十分に合意形成を図りな
がら小中学校の再編を進
めています。この計画に
基づき、３月に中竹野・
竹野南両小学校が閉校し、
竹野小学校と統合しまし
た。また、同月には森本
へき地保育園が閉園とな
り、竹野認定こども園に
統合しました。

ふるさと納税の寄付額が11.６億円
初の２桁10億円台に到達

子ども医療費の無料化を実施
０〜３歳児の外来一部負担金を無料

健全な経営の確保を図るため
2023年４月からの水道料金改定が決定

　▲�返礼品一番人気の豊岡鞄

　感染拡大から３年目を迎えた新型コロナウ
イルスは、2022年も市民生活に大きな影響
を与えました。１月から３月まで県内にまん
延防止等重点措置が適用され、夏には変異ウ
イルスのオミクロン株が大流行。本市ではこ
の１年間に集団接種を220回実施し、延べ約
７万5000人が接種しました。また、コロナ
禍で物価高騰に苦慮
する子育て世帯を支
援するため市独自で
家計応援給付金を支
給しました。

影響が続く新型コロナウイルス、
ワクチン接種や給付金支給などで対応

　▲�コロナの影響で22年も多
くの学校が休校になった

　▲�竹野南小学校閉校
式

　▲�子育て世帯の経済的負担軽減
となる子ども医療費の無料化

　▲�人口減少などにより水道
使用量が減少している


